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平成26年 始動！
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１
月
４
日
、
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

平
成
26
年
椎
葉
村
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
５
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
男
性
14
人
、
女
性
13
人
の
計
27
人
。

当
日
は
全
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
新
成
人
者
に
村
長
か
ら
成
人
証
書
が
授

与
さ
れ
た
ほ
か
、
椎
葉
村
選
挙
管
理
委
員
会

椎
葉
次
男
委
員
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
わ
け
も
ん
の
主
張
東
臼
杵

支
会
大
会
」に
出
場
し
た
尾
前
大
地
さ
ん（
針

金
橋
）が
「
村
長
に
な
る
た
め
に
」
と
題
し
、

成
人
者
に
向
け
て
選
挙
に
行
く
重
要
性
や
１

票
の
重
さ
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
浜
崎
奈
津
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
欲
し
い

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
歌
が
成
人
者
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

成
人
式
後
は
「
同
窓
の
集
い
」
が
新
成
人

者
主
催
で
行
わ
れ
、
中
学
時
代
の
恩
師
や

久
々
に
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
会
話
が
弾
ん

で
い
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
！

今回成人した皆さんが
生まれた年には･･･

○サッカーＪリーグ開幕
○皇太子さまと雅子さまとのご成婚
○クリントン、アメリカ大統領就任
○細川連立内閣成立
○シーガイヤオープン！
○ドラマ「高校教師」が大ヒット！

▲成人証書授与
　椎葉恭平さんと那須悠理さん

▲記念講演
　講師　浜崎奈津子さん

▲わけもんの主張　尾前大地さん

▼ラストはステージに成人者も
上がり盛り上がりました

こんな出来事が
ありました！

［
お
詫
び
］

１
月
号
で
掲
載
し
た
成
人
者
名
簿
で
尾
前
り
さ
さ
ん（
尾
前
上
）が

漏
れ
て
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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夢・目標に向かって
頑張ってね!

親
父
を
抜
く
！

黒
木 

照
紀（
上
椎
葉
中
２
）

看
護
師
に
な
り
ま
す

椎
葉 

ひ
か
り（
古
枝
尾
下
）

理
学
療
法
士
に
な
る

椎
葉 

恭
平（
竹
ノ
枝
尾
日
当
）

福
祉
の
仕
事
に
就
く

甲
斐 

英
哉（
小
崎
）

教
師
に
な
り
ま
す

那
須 

祐
美（
古
枝
尾
上
）

子ども10人作って帰ってきます
椎葉 隆貴（松木）

村長になる！
尾前 大地（針金橋）

保育士になります
椎葉 夏海（横野）

声優になる
右田 広大（合戦原）

世界旅行に行く
椎葉 頼貴（鶴ノ平）

作業療法士になります
尾前 はるな（尾前下）

世界中の海や川のでっかい魚を釣る
鹿瀬 竣介（岩屋戸下）

看護師になります
出口 真樹（ロクロ）

幸せになります
椎山 環（上椎葉上１）

県庁職員になる
椎葉 大輔（臼杵俣）

有名になる！
椎葉 亮（向山日当下）

いいお母さんになります
奈須 瑞希（尾前下・旧姓 尾前）

職長になる
中村 勇貴（中尾）

すごい事務員になります
甲斐 千明（旧岩屋戸）

山
を
継
ぐ
！

椎
葉 

章
雄（
針
金
橋
団
地
）

管
理
栄
養
士
に
な
り
ま
す

那
須 

千
鶴（
十
根
川
）

保
育
士
に
な
り
ま
す

那
須 

絵
理
夏（
内
ノ
八
重
）

看
護
師
に
な
り
ま
す

椎
葉 

唯（
向
山
日
当
下
）

係
長
に
な
る

甲
斐 

優
太（
竹
ノ
八
重
）

看
護
師
に
な
り
ま
す

尾
前 

り
さ（
尾
前
上
）

両
親
を
幸
せ
に
す
る

甲
斐 

駿
星（
岩
屋
戸
上
）

お
嫁
さ
ん
に
な
る

那
須 

悠
理（
唖
谷
）

新成人者の夢・目標は ･･･成人おめでとうございます !
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１
月
６
日
、
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
新
春
を
飾
る
「
平
成
26
年
椎
葉

村
消
防
出
初
式
」が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
は
、
各
部
の
団
員
の
ほ
か
、

来
賓
、応
援
な
ど
大
勢
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
本
年
度
新
入
団
員
に

団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
第
２
部

の
山
中
惇
司
団
員
が
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

　

開
会
式
後
、
各
部
が
一
般
操
練
を
実

施
し
、
点
検
長（
村
長
）の
点
検
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
４
隊
に
よ
る
一
斉

放
水
、
全
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
般
操
練
で
優
勝
し
た
の
は

第
６
部
。部
長
を
は
じ
め
と
す
る
団
員
、

応
援
に
駆
け
つ
け
た
地
元
住
民
と
優
勝

を
喜
び
合
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

現
在
の
消
防
団
員
は
３
３
７
人
。
村

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
々

訓
練
を
重
ね
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年 

始
動
！

平
成
26
年 

椎
葉
村

消
防
出
初
式

一
般
操
練
審
査
結
果

優
勝　

第
６
部（
不
土
野
）
98
．２
点

２
位　

本　

部（
上
椎
葉
）
98
．１
点

３
位　

第
７
部（
大
河
内
）
98
．０
点

▲

今
年
も
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披

露
し
て
く
れ
た
ラ
ッ
パ
隊
。

　

３
月
15
日
に
宮
崎
市
で
開
催
さ

れ
る
ラ
ッ
パ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
出
場
し
ま
す
。
上
位
入
賞
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲

点
検
長（
村
長
）か
ら
点
検
を

　

受
け
る
本
部
の
団
員
。

▲

優
勝
し
た
第
６
部
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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宮
崎
県
知
事
表
彰

（
本　

部
）
椎
葉 

一
也

（
第
５
部
）
椎
葉 

眞

（
第
12
部
）
椎
葉 

実

県
協
会
長
表
彰
功
績
章

（
第
７
部
）
黒
木 

誠
志

（
第
10
部
）
椎
葉 

広
典

県
協
会
長
表
彰
精
績
章

（
本　

部
）
尾
前 

哲
二

（
第
１
部
）
那
須 

幸
太
郎

（
第
３
部
）
甲
斐 

今
朝
利

（
第
７
部
）
椎
葉 

今
朝
志

（
第
10
部
）
椎
葉 

博

（
第
11
部
）
尾
前 

広
史

県
協
会
長
特
別
表
彰

村
長
特
別
表
彰

○
親
子
団
員

（
本　

部
）
尾
前 

和
博

（　

〃　

）
尾
前 

大
地

（
第
３
部
）
甲
斐 

健
二

（　

〃　

）
甲
斐 

飛
翔

（
第
７
部
）
椎
葉 

一
光

（　

〃　

）
椎
葉 

勇
気

（
第
７
部
）
椎
葉 

賢
二

（　

〃　

）
椎
葉 

大
翼

（
第
10
部
）
甲
斐 

大
靖

（　

〃　

）
甲
斐 

喜
徳

（
第
10
部
）
甲
斐 
末
吉

（　

〃　

）
甲
斐 
史
将

（
第
12
部
）
椎
葉 
実

（　

〃　

）
椎
葉 

恭
太

○
兄
弟
団
員

（
本　

部
）
尾
前 

大
地

（
日
向
市
）
椎
葉 

博
樹

（
第
４
部
）
黒
木 

誉
胤

（　

〃　

）
黒
木 

祥
二

○
内
助
の
功

　

第
３
部
長 

甲
斐 

秀
樹

　

ご
夫
人　

甲
斐 

た
つ
み 

様

日
向
支
部
長
表
彰

（
本　

部
）
椎
葉 

才

（
第
１
部
）
那
須 

幸
成

（
第
２
部
）
那
須 

高
広

（
第
３
部
）
甲
斐 

健
二

（
第
４
部
）
黒
木 

賢

（
第
５
部
）
黒
木 

豊
次

（
第
６
部
）
椎
葉 

幸
治

（
第
７
部
）
甲
斐 

吉
一

（
第
10
部
）
椎
葉 

友
和

（
第
11
部
）
尾
前 

久
一
郎

（
第
12
部
）
椎
葉 

文
一

村
長
表
彰

（
本　

部
）
椎
葉 

茂
雄

（
第
２
部
）
椎
葉 

隆

（　

〃　

）
椎
葉 

圭
太

（　

〃　

）
甲
斐 

誠

（
第
３
部
）
河
口 

友
昭

（
第
10
部
）
椎
葉 

竜
也

（
第
12
部
）
松
岡 

聡

村
長
特
別
表
彰

○
日
向
支
部
大
会
出
場

（
本　

部
）
椎
葉 

記
史

（　

〃　

）
田
上 

武
人

（　

〃　

）
甲
斐 

顕
正

（　

〃　

）
那
須 
雄
次

（
第
７
部
）
岩
﨑 
一
道

（　

〃　

）
椎
葉 
隆
喜

（　

〃　

）
右
田 

千
年

（　

〃　

）
阪
本 

健
太

（
第
11
部
）
尾
前 

義
文

（　

〃　

）
椎
葉 

誠
也

（　

〃　

）
尾
前 

貴
大

（　

〃　

）
尾
前 

千
尋

消
防
団
長
表
彰

（
本　

部
）
椎
葉 

勝
利

（　

〃　

）
那
須 

雄
次

（
第
１
部
）
那
須 

俊
彦

（　

〃　

）
富
士
本 

亮
太

（　

〃　

）
甲
斐 

直
己

（　

〃　

）
那
須 

晋
太
郎

（
第
６
部
）
椎
葉 

誠
二

（　

〃　

）
廣
末 

克
彦

（　

〃　

）
那
須 

優
一
郎

（　

〃　

）
那
須 

貴
幸

（
第
10
部
）
甲
斐 

裕
一
郎

消
防
団
長
特
別
表
彰（
ラ
ッ
パ
隊
）

○
勤
続
章

（
第
10
部
）
椎
葉 

貴
幸

○
功
績
章

（
第
10
部
）
椎
葉 

智
成

○
精
績
章

（
第
３
部
）
松
岡 

謹
直

（　

〃　

）
那
須 

孝
寛

平
成
26
年
４
月
１
日
付
退
団
者

（
本　

部
）
椎
葉 

一
也

（
第
３
部
）
甲
斐 

秀
樹

（　

〃　

）
甲
斐 

今
朝
利

（
第
５
部
）
椎
葉 

眞

（
第
11
部
）
尾
前 

広
史

（　

〃　

）
尾
前 

隆
実

（
第
12
部
）
椎
葉 

実

（　

〃　

）
松
岡 

博

消 防 出 初 式 表 彰 者　　　　※敬称略　　

（
本　

部
）
椎
葉 

昌
史

（　

〃　

）
那
須 

一
聡

（　

〃　

）
尾
松 

浩
樹

（　

〃　

）
椎
葉 

拓

（　

〃　

）
尾
前 

大
地

（
第
１
部
）
那
須 

龍
介

（
第
２
部
）
宮
崎 

卓
也

（　

〃　

）
那
須 

康
平

（　

〃　

）
山
中 

惇
司

（
第
３
部
）
甲
斐 

飛
翔

（　

〃　

）
那
須 

祐
太

（
第
４
部
）
黒
木 

祥
二

（
第
７
部
）
椎
葉 

勇
気

（
第
12
部
）
椎
葉 

恭
太

平
成
26
年
度
再
入
団
者

（
本　

部
）
椎
葉 

一
也

（
第
３
部
）
甲
斐 

秀
樹

（　

〃　

）
甲
斐 

今
朝
利

（
第
５
部
）
椎
葉 

眞

（
第
11
部
）
尾
前 

広
史

（　

〃　

）
尾
前 

隆
実

（
第
12
部
）
椎
葉 

実

（　

〃　

）
松
岡 

博

平
成
25
年
度
入
団
者▲新入団員宣誓

　山中 惇司 団員
　　 （第２部）

▲

宮
崎
県
知
事
表
彰
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健
康
だ
よ
り
№196

　

目
安
と
し
て
、
比
較
的
急
速
に
38
℃
以

上
の
発
熱
が
あ
り
、
咳
や
の
ど
の
痛
み
、

全
身
の
倦
怠
感
を
と
も
な
う
場
合
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
す
る
際
は
、
必
ず
医
療
機
関
に
電

話
を
し
、
受
診
の
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

に
マ
ス
ク
を
し
て
い
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

インフルエンザ 風　邪

38
℃
以
上
の
発
熱
や
咳
、

の
ど
の
痛
み
、
全
身
の

倦
怠
感
や
関
節
の
痛
み

な
ど
の
全
身
症
状
。

鼻
水
や
の
ど
の
痛
み
な

ど
の
局
所
症
状
。

　
症
　
状

１
月
か
ら
２
月
に
流
行

の
ピ
ー
ク
。
た
だ
し
、

４
月
、
５
月
ま
で
散
発

的
に
流
行
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

１
年
を
通
し
て
ひ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
流
行
の
時
期

　

飛
沫
感
染（
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
）、
接
触
感
染（
ウ

イ
ル
ス
に
触
れ
る
）と
い
っ
た
感
染
経
路
を
断
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

●
流
行
期
に
は
、
で
き
る
だ
け
人
混
み
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
人
混
み
に
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
か
ら
帰
宅
し
た
ら
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
入
り
の
消
毒
液
も
有
効

で
す
。

●
ふ
だ
ん
か
ら
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
抵
抗
力

を
高
め
て
お
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

●
毎
年
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
「
ほ
か
の
人
に
う
つ
さ
な
い
」
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

同
居
す
る
家
族
や
特
に
重
症
に
な
り
や

す
い
高
齢
者
な
ど
に
は
、
な
る
べ
く
接
触

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
感
染
予
防
の
た
め
、
１
時
間
に
１
回
程

度
、
短
時
間
で
も
部
屋
の
換
気
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に
は

念
の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
お
世
話

の
後
は
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
熱
が
下
が
っ
た
あ
と
も
、
２
日
程
度
は

ほ
か
の
人
に
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
熱
が
下
が
っ
て
症
状
が
治
ま
っ
て

も
２
日
ほ
ど
自
宅
療
養
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

ど
ん
な
症
状
が
出
た
ら

医
療
機
関
に
行
け
ば
い
い
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
と
き
に
気
を

つ
け
る
こ
と
は
？

　

椎
葉
村
内
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
村
民
み
ん
な
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
良
く
知
り
、
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

症
状
の
違
い
は
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
？
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２
月
14
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
♡ 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
人
、
も
ら
う

人
、
多
く
の
人
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
接
す
る
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

で
、
今
号
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
栄
養
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
！

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
健
康
パ
ワ
ー
！

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
高
脂
肪
・
高
カ
ロ

リ
ー
食
品
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
太
る
」

「
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
」
と
言
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
い
く
つ
か
の

成
分
が
健
康
パ
ワ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
健
康
パ
ワ
ー
と
は
】

○
動
脈
硬
化
の
予
防
作
用

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ
る
カ
カ
オ

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
酸
化
を
防
ぎ
、
動
脈
硬
化
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
効
果
的
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
エ
ピ
カ
テ
キ
ン
」

と
い
う
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
が
血

管
に
作
用
し
、
高
血
圧
の
予
防
に
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
過
ぎ
る

と
鼻
血
が
出
る
？

　

医
学
的
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
鼻
血
は

全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
よ
う
な
栄
養
価
の
高
い
食
品
を
摂
り
過

ぎ
る
と
身
体
の
中
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
た
ま

り
、
は
け
口
が
な
く
な
っ
て
鼻
血
が
出
る

の
で
は
な
い
か
と
間
違
っ
て
思
わ
れ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
と

肥
る
？

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
カ

オ
脂
は
通
常
の
油
に
比
べ
て
カ
ロ
リ
ー
が

低
く
、
体
内
で
の
吸
収
率
も
低
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市
販
さ
れ
て
い

る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
砂
糖
が
多
く
使
わ

れ
て
い
て
、
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
も
の
も

多
い
の
で
食
べ
過
ぎ
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

○
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
集
中
力
・
記
憶
力
の　

Ｕ
Ｐ
効
果

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
甘
い
香
り
は
、
集

中
力
や
記
憶
力
を
上
げ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
オ
ブ
ロ
ミ
ン

と
い
う
成
分
に
は
、
自
律
神
経
を
調
整

す
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
緊
張
を
和
ら

げ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。

○
美
容
に
効
果
的

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
分
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
亜
鉛
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
て

い
て
、
美
容
に
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
胃
が
ん
予
防
に
効
果
が
！

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

国
で
は
胃
が
ん
死
亡
率
が
少
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
人
当
た

り
の
年
間
消
費
量
が
最
も
多
い
ス
イ
ス

と
日
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ス
イ
ス

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
消
費
量
は
日
本
の
約

６
倍
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
約

４
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

実
は･･･

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

　
　
ウ
ソ
？ 

ホ
ン
ト
？

　

意
外
な
健
康
パ
ワ
ー
を
秘
め
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
。
し
か
し
、「
良
か
っ
た
～
、
こ

れ
で
思
う
存
分
食
べ
ら
れ
る
！
」
と
思
う

の
は
間
違
い
で
す
。
動
脈
硬
化
の
予
防
や

美
容
効
果
な
ど
い
く
つ
か
体
に
う
れ
し
い

効
果
を
期
待
で
き
る
一
方
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
は
紛
れ
も
な
く
高
脂
質
・
高
カ
ロ
リ
ー

食
品
な
の
で
す
。
い
つ
で
も
好
き
な
だ
け

食
べ
て
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
う
ま
く
付
き
合
う
た

め
に
、
ぜ
ひ
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
食
べ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
カ
ロ
リ
ー
を
脂
肪
と
し
て
体
に

た
め
込
ま
ず
に
、
筋
肉
や
脳
の
活
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
切
る
よ
う
に
し
て
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
お
腹
が
空
い
た
と
き
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
ほ
ん
の
少
し
食
べ
る
だ
け
で
満

腹
感
が
得
ら
れ
、
ド
カ
食
い
や
食
べ
過
ぎ

を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

体
に
い
い
食
べ
方
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ち
な
み
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
１
日

摂
取
量
の
目
安
は
、
カ
カ
オ
70
％
以
上
の

ダ
ー
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
50
ｇ
ま
で
で
す
。

食
べ
過
ぎ
は
禁
物
！

健康だより〈No.196〉
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椎葉
晃充
村長の

１月の
動き

４
日　

平
成
26
年
椎
葉
村
成
人
式

６
日　

椎
葉
村
消
防
出
初
式

７
日　

庁
議

８
日　

新
年
挨
拶（
県
関
係
機
関
）

９
日　

後
期
高
齢
広
域
連
合
決
裁

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
町
村
会
理
事
会

10
日　

賀
詞
交
歓
会

12
日　

第
４
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

　
　
　
　

競
走
大
会
開
会
式（
宮
崎
市
）

13
日　

第
４
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

　
　
　
　

競
走
大
会

14
日　

指
名
審
査

　
　
　

森
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

15
日　

平
成
26
年
度
予
算
査
定

17
日　

政
策
懇
談
会（
宮
崎
市
）

20
日　

水
源
林
造
林
協
議
会（
宮
崎
市
）

21
日　

入
札

　
　
　

平
成
26
年
度
予
算
査
定

22
日　

海
外
地
方
行
政
調
査
団
報
告
会

　
　
　
　
（
東
京
都
）

23
日　

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会

　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
　
　

都
道
府
県
町
村
会
長
会

　
　
　
　

理
事
会

　
　
　

都
道
府
県
町
村
会

　
　
　
　

正
副
会
長
交
流
会

24
日　

政
務
調
査
会
財
政
委
員
会

　
　
　
　
（
埼
玉
県
）

27
日　

東
九
州
幹
線
鉄
道
建
設

　
　
　
　

促
進
期
成
会（
宮
崎
市
）

29
日　

平
成
26
年
度
予
算
査
定（
～
31
日
）

30
日　

行
政
評
価
委
員
会
意
見
書
提
出

31
日　

椎
葉
和
男
氏
叙
勲
伝
達
式

村のできごと

　

12
月
26
日
、「
村
長
に
会
え
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
一
人
の
青
年
が
役
場
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
彼
の
名
は
椎
葉
一か

ず

勲ひ
ろ

さ
ん
。
５

年
前（
平
成
20
年
）の
夏
の
全
国
高
校
野
球

選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
京
都
府
福
知
山

成
美
高
校
の
主
将
で
、
そ
の
大
会
で
選
手

宣
誓
を
し
ま
し
た
。
選
手
宣
誓
で
椎
葉
と

い
う
名
前
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
と
き

に
、
誰
か
の
親
戚
か
な
と
思
わ
れ
た
人
も

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
勲
さ
ん
が
椎
葉
を
訪
れ
た
き
っ
か
け

は
、当
時
の
新
聞
記
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

新
聞
記
者
が
椎
葉
と
い
う
名
前
の
縁
か
ら

村
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
事

を
見
て
、
い
つ
か
椎
葉
に
行
っ
て
み
た
い

と
思
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
一
勲
さ
ん

の
曾
祖
父
が
松
木
出
身
だ
と
い
う
こ
と
も

わ
か
り
、村
長
と
の
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
一
勲
さ
ん
は
京
都
府
在
住
の
大

学
院
生
。
今
後
の
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

12
月
19
日
、
副
村
長
室
で
前
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
黒
木
美
笑
子
氏（
仲
塔
）が
大
臣
感
謝
状
を

受
賞
し
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
笑
子
氏
は
、

平
成
13
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
11
月
30
日
ま

で
の
４
期
12
年
間
、
仲
塔
公
民
館
全
域
を
担
当
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
16
日
に
同
じ

く
前
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
那
須
登
氏（
鹿
野

遊
）が
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰（
宮
崎
県
知
事
表

彰
）を
受
賞
し
、
村
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
登
氏
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
16
年

11
ヶ
月
務
め
ら
れ
、
ま
た
、
本
村
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
の
会
長
も
務
め
て
い
た
だ
き
、
本

村
の
福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
、
延
岡
市
で
１
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
頭
が
優

等
賞
に
選
ば
れ
、
椎
葉
村
は
団
体
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

１月期子牛郡共進会  団体優勝！

「
椎
葉
」
と
の
縁

福
祉
増
進
に
貢
献

▲一勲さんと村長で記念撮影
　当時の応援メッセージに感

謝されていました。

▲

那
須
登
氏
に
表
彰
の
伝
達

　

長
年
に
渡
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

優
等
首
席

　

廣
末 

克
彦 

さ
ん

（
不
土
野
上
）

　

恋
勝
照
号

　
（
福
安
照
×
勝
忠
平
×

神
高
福
）

優
等
三
席

　

花
田 

友
雄 

さ
ん

（
胡
摩
山
）

　

ひ
ら
は
な
号

　
（
平
忠
将
×
福
之
国
×

安
平
）

優
等
首
席

　

那
須 

猛 

さ
ん

（
畑
鳥
ノ
巣
）

　

ぎ
ん
な
ん
63
号

　
（
勝
平
正
×
安
平
×糸秀

）

【雌子牛の部】

【去勢子牛の部】
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カメラ さんぽ

モグラ打ち！ 椎葉剣志会稽古始め

あわてないで避難!

　

１
月
13
日
、
成
人
の
日
に
宮
崎
市
で
市

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
チ
ー
ム
一
丸
で
挑
ん
だ
今
大
会
。
町
村

の
部
、
18
位
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま

し
た
。

　

昨
年
よ
り
順
位
を
落
と
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
秋
か
ら
練
習
を
重
ね
頑
張
っ
て
こ

ら
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
の
走
り
に
、
た
く
さ

ん
の
人
が
感
動
し
ま
し
た
。
選
手
、
役
員
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
大
会
結
果（
町
村
の
部
）】

　

椎
葉
村　

18
位　

２
時
間
22
分
30
秒

　

椎
葉
村
で
は
小
正
月
を
迎
え
る
と
、
各
地

区
で
モ
グ
ラ
打
ち
を
す
る
元
気
な
子
ど
も
た

ち
の
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。
モ
グ
ラ
打
ち
と

は
、
カ
ズ
ラ
や
棒
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

家
々
を
回
り
、
田
畑
や
家
の
回
り
の
地
面
を

た
た
き
、
モ
グ
ラ
を
追
い
出
す
と
い
う
豊
作

祈
願
で
す
。
モ
グ
ラ
打
ち
が
終
わ
る
と
、
家

の
人
か
ら
お
礼
と
し
て
お
餅
や
お
菓
子
を
も

ら
い
ま
す
。
リ
ュ
ッ
ク
は
ご
褒
美
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

（
小
崎
モ
ニ
タ
ー
委
員　

黒
木
真
弓
）

　

１
月
２
日
、
椎
葉
中
学
校
武
道
場
「
緑
友

堂
」
で
、
椎
葉
村
剣
志
会
稽
古
始
め
が
行
わ

れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
交
剣
知
愛
、
互
い
に

今
年
１
年
の
活
躍
と
健
康
を
願
い
ま
し
た
。

稽
古
後
は
保
護
者
か
ら
豚
汁
や
猪
肉
、
デ

ザ
ー
ト
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
み
ん
な
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
、
大
河
内
小
学
校
で
火
災
に
よ

る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
か
ら

の
避
難
で
は
、
煙
発
生
装
置
を
使
用
し
て
視

界
の
悪
い
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
で
す
。
火
の
取
扱

い
は
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【監督】椎葉 豊
【コーチ】麓 博美智・那須 力男

【控え選手】
　椎葉要喜・椎葉愛果・山本悠介・松岡雄蔵・
　椎葉竜太・白坂浩一・永野学・黒木武人

（敬称略）

第
４
回　
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

宮
崎
市
・
１
月
12
日（
開
会
式
）
13
日（
大
会
）

区　間 選手名 タイム

１区（1.8km） 清田 大夢  6分22秒

２区（2.2km） 椎葉 豊 8分28秒

３区（5.0km） 中村 俊貴 15分56秒

４区（2.6km） 中村 義市 8分43秒

５区（2.7km） 黒木 航基 9分45秒

６区（4.8km） 荒竹 寛幸 18分48秒

７区（3.4km） 那須 悠斗 12分41秒

８区（1.1km） 黒木 彩菜 3分45秒

９区（1.5km） 松岡 主真  6分02秒

10区（7.4km） 椎葉 湧一朗 27分27秒

11区（1.0km） 甲斐 涼 3分41秒

12区（5.7km） 那須 蓮 20分52秒
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７　職員手当の状況
区　　分 椎　　　葉　　　村 国

期末勤勉手当
期末手当 勤勉手当 計

本村と同じ

　６月期 １．２２５月 ０．６７５月 　１．９月
１２月期 １．３７５月 ０．６７５月 ２．０５月

扶 養 手 当
・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３,０００円
・扶養親族　　　　　　　　　　　　　１人につき６,５００円
（配偶者がいない場合　１人のみ　１１,０００円）

住 居 手 当 借家借間で家賃を支払っている職員　　　　最高２７,０００円

通 勤 手 当 片道の通勤距離が２km以上の職員
通勤距離に応じて３,４００円〜１９,５００円 本村と異なる

時間外勤務手当
平成24年度 支給総額 5,605千円 職員１人当たり支給年額 60,268円
平成23年度 支給総額 8,944千円 職員１人当たり支給年額 69,878円

特殊勤務手当
（対全職員）

主な手当の名称 手当種類 支給対象職員の割合
（対全職員）

支給対象職員の
平均支給月額

医師、看護師、村税事務等に
従事する手当 9 19.10% ３４千円

＊平成 23、24 年度の時間外勤務手当には、村政選挙分が含まれる。

８　部門別職員数の状況（全会計、除く特別職）  
年　度部　局 区　分 H25.4.1 H24.4.1

村長部局

総　務　課
グループ数 2 2
職員数 13 11

地域振興課
グループ数 3 2
職員数 8 7

税務住民課
グループ数 3 3
職員数 10 10

福祉保健課
グループ数 3 3
職員数 24 24

農林振興課
グループ数 3 3
職員数 11 14

建　設　課
グループ数 2 2
職員数 9 8

出　納　室
グループ数 1 1
職員数 2 2

村 立 病 院
グループ数 2 2
職員数 29 28

教 育 委 員 会
グループ数 2 2
職員数 22 21

議 会 事 務 局
グループ数 1 1
職員数 2 2

農 業 委 員 会
グループ数 1 1
職員数 1 1

選挙管理委員会
グループ数
職員数 兼　1 兼　1

監査委員事務局
グループ数
職員数 兼　1 兼　1

合 計
グループ数 23 22
職員数 131 128

※職員の条例定数は１５０人です。

９　特別職の報酬等の状況

区　　　分 給料月額等

給　　料

村　長 7 1 7 , 0 0 0 円

副村長 5 7 9 , 0 0 0 円

教育長 5 4 9 , 0 0 0 円

報　　酬

議　長 2 9 3 , 0 0 0 円

副議長 2 2 0 , 0 0 0 円

議　員 2 0 3 , 0 0 0 円

期末手当

村　長
副村長
議　長
副議長
議　員

　６月期　　１.４月分

１２月期　１.５５月分

　　計　　２.９５月分

（加算措置あり）

（注）特別職には勤勉手当は支給されません。

（単位：人）



Public Relations of  SHIIBA 11 2014（H26）2月号

椎葉村職員の給与などを公表します
※椎葉村職員の給与などの状況を知っていただくため、平成２５年４月１日現在における概要を公表します。
　（ただし、一般会計の職員給与について掲載したもので、特別会計の職員の給与は含まれておりません）

１　人件費の状況（普通会計決算）

年　　度 住民基本台帳人口
（４月１日現在）

歳出額
（Ａ）千円

実質収支
千円

人件費
（Ｂ）千円

人件費率
（Ｂ）／（Ａ）

（参考）
23年度の人件費率

２４年度決算 3,210人 4,871,179 347,063 750,717 15.41% 14.15%
（注）一般会計における当初予算の歳出額・人件費には、一般職員や非常勤の特別職・常勤の特別職などに支給される
　　　報酬・共済費・各種手当なども含まれています。	

２　一般職員の給与費の状況（一般会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分
職員数 A

（４月１日現在）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費 B／A給料総額 職員手当 期末勤勉手当 総　計 B

２５年度当初予算 ９３人 319,076 46,249 112,891 478,216 5,142
（注）職員手当には退職手当を含まない。給与費は当初予算に計上された額である。

３　職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区  　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

椎　葉　村 276,600 38.3 323,100 48.8

４　職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　　　　　分 椎葉村の初任給 国の初任給

一般行政職

大　学　卒 161,600

本村と同じ短　大　卒 149,800

高　校　卒 140,100

５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　　　分
経　　　　験　　　　年　　　　数

１０年以上１５年未満 １５年以上２０年未満 ２５年以上３０年未満

一般行政職
大　　学　　卒 265,700 311,500 379,500

高　　校　　卒 235,500 266,200 337,000

技能労務職 高　　校　　卒 241,200 254,300 332,900

６　一般会計における一般職員の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合　計

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主　事
技　師

主任主事
主任技師

副主幹
主　査 主　幹 課　長 課　長

職員数 2 6 13 46 19 6 1 93
（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。
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平成26年６月分から個人住民税均等割の

額が年額 1 000円引き上げられます額が年額 1,000円引き上げられます。

この引上げによる税収は、県内の緊急防災及び減災事業の費用に充てられます。

宮 崎 県
椎 葉 村

□ 税率

東日本大震災からの復興を図ることを目的として平成23年度から平成27年度までの間において実施する施策

のうち、県や市町村が実施する防災のための施策に要する費用の財源を確保するため、臨時の措置として個人

住民税均等割の税率について特例が定められ、平成26年度分から平成36年度分の個人住民税均等割の税率に、

年 1,000円が加算されます。

県民・市（町・村）民の安全・安心を確保するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

□　税率
　個人住民税均等割の税率に 1,000円／年が加算されます。

現 行
(～平成25年度)

引 上 げ 額
平 成 26

～ 3 ６ 年 度
個人住民税均等割（年額） 4,500円 1,000円 5,500円 

個人県民税均等割 1,500円 500円 2,000円 
うち森林環境税※ ( 500円) ( 500円)　うち森林環境税※ ( 500円) ( 500円)

市町村民税均等割 3,000円 500円 3,500円 
※　森林環境税は、県の森林環境の保全に関する施策の費用に充てるため、平成18年度に創設されました。

□　臨時特例措置の期間
　平成26年６月から平成36年５月までの10年間

□ 主な使途□　主な使途
　平成23年度から平成27年度までの５年間に県内で実施される
・　公立学校耐震化対策や防災無線の整備
・　橋りょう耐震化や地滑り対策　　　　　などの財源の一部となります。

【Ｑ＆Ａ】
ぜ 住 税 等割を き げＱ１ なぜ個人住民税均等割を引き上げることになったのですか？

Ａ１ 東日本大震災のような未曾有の国難に際し、全国の地方公共団体が行う緊急防

災・減災事業の地方負担分等について、その財源を地方公共団体自らが確保する

ためです。

Ｑ２ 均等割は全ての住民が負担するものなのですか？

Ａ２ 個人住民税均等割をご負担いただいているのは 県民の約４割とな ていますＡ２ 個人住民税均等割をご負担いただいているのは、県民の約４割となっています。

所得が一定の額以下の場合などは、課税されません。

Ｑ３ もっと詳しく聞きたいのですが、どちらに問い合わせればいいですか？

Ａ３ お問合せは、

県税務課課税担当〔電話：0985-26-7020〕 または
椎葉村税務住民課 税務グループ〔電話：0982-67-3205〕

税務住民課からのお知らせ
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
２
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
固
定
資
産
税
〕（
４
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
９
期
）

■
納
期
限　
　

２
月
28
日（
金
）

■
口
座
振
替　

２
月
26
日（
水
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

広
報
し
い
ば
を
お
届
け　
　

し
ま
す
！

　
「
広
報
し
い
ば
」
は
村
内
の
各
家
庭
に

無
料
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
希
望
者

に
は
村
外
へ
の
発
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

購
読
ご
希
望
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
購
読
料　

１
，０
０
０
円（
年
額
）

※
郵
送
料
と
し
て
、
年
１
，０
０
０
円

を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
１

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

２
月
12
日（
水
）・
３
月
11
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

▽
募
　
集

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
で

は
、
平
成
26
年
度
第
１
学
期（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

　

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
53
）１
８
９
３

職
業
訓
練
生（
離
職
者
対
象
）

募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再
就

職
に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　

４
月
３
日
～
９
月
30
日（
６
ヶ
月
間
）

■
訓
練
科

　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

　

金
属
加
工
科　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科　
　
　
　
　

33
人

　

電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　
　
　

15
人

　

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
　
　
　
　

18
人

■
募
集
期
間　

２
月
28
日
ま
で

■
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

■
受
講
料　

無
料

　
　
　
　
　

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

☎
０
９
８
２（
37
）０
６
７
５

青
年
国
際
交
流
事
業
に　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各
国
の
青

年
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互
理
解
と
友

好
を
深
め
、
広
い
国
際
的
視
野
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う

ふ
さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
青

年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
代
表
青
年
と
し
て
各
国
の
選
抜
さ

れ
た
青
年
と
研
修
・
交
流
を
行
い
、
自
分

村内のうごき  ●１月１日現在
　男　 1,450人（±　0）
　女　 1,476人（－11）
　計　 2,926人（－11）
世帯数 1,191戸（－　7）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』



椎葉村国保病院 Infomation
【
お
願
い
】

　

病
院
は
、
３
月
が
会
計
年

度
締
切
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

医
療
費
未
払
い
の
人
は
、

お
早
め
に
入
金
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。  院

長　

吉
持 

厳
信

Shiiba Information
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

を
成
長
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
平
成
26
年
度
に
実
施
す
る
「
東

南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」、「
国
際
青
年
育
成

交
流
」、「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」

等
の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当

　

☎
０
３（
３
５
８
１
）１
１
８
１

　

http://w
w

w
.cao.go.jp/koryu/

　

宮
崎
県
文
化
文
教
・
国
際
課

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
０
２
９

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク　

２
０
１
４　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
！

■
開
催
日　

５
月
18
日（
日
）

　

※
ゴ
ル
フ
競
技
は
５
月
19
日（
月
）

■
会
場　

宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
他

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
参
加
申
込
み
に
つ
い
て

　

参
加
申
込
書
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
等
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
市
町

村
の
高
齢
者
福
祉
担
当
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
・
競
技
実
施
要

領
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎

県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■
参
加
資
格　

60
歳
以
上

※
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
施
種
目

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ミ
ニ
テ
ニ
ス

　

囲
碁
・
将
棋　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
８
５（
31
）９
６
３
０

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
68
）７
５
１
２

Ｖ・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
向
大
会

　

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
迫
力
の

プ
レ
ー
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時　

３
月
１
日（
土
）
13
時
～

■
会
場

　

美
郷
町
北
郷
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

■
出
場
チ
ー
ム

　
【
第
１
試
合
】

　
　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ 

VS 

き
ん
で
ん

　
【
第
２
試
合
】

　
　

大
分
三
好 

VS 

ト
ヨ
タ
自
動
車

■
チ
ケ
ッ
ト

　

小
学
生　

５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

　

中
・
高
校
生　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
１
，２
０
０
円
）

　

一
般　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
１
，７
０
０
円
）

■
チ
ケ
ッ
ト

　

椎
葉
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
て

取
り
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
が
５
０
０
円
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
　
　
（
農
林
振
興
課
内
）

　

☎
７（
67
）３
２
０
６
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

那
須 

智と
も

貴た
か 
く
ん

（
尾　

平
）
翔
太
・
直
子 

さ
ん

　
　

石
井 

美み

風ふ

悠ゆ 

ち
ゃ
ん

（
水　

無
）
英
雄
・
尚
美 

さ
ん

　
　

山
中 

大た
い

晟せ
い 

く
ん

（
尾
田
山
中
）
寿
充
・
裕
子 
さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

椎
葉 

喜
蔵 

様
（
87
歳
）

上
椎
葉
（
桑
ノ
木
原
）

　

甲
斐 

ハ
ナ
子 

様
（
88
歳
）

尾
八
重
（　

瀧　

）

　

甲
斐 

ミ
ツ
エ 

様
（
92
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
添
）

　

椎
葉 

ヱ
ツ 

様
（
88
歳
）

松　

尾
（
中
ノ
八
重
）

　

尾
前 

男 

様
（
75
歳
）

尾　

向
（
寺　
　

床
）

　

那
須 

福
円 

様
（
41
歳
）

上
椎
葉
（
間
柏
原
）

　

那
須 

チ
エ
子 

様
（
88
歳
）

仲　

塔
（
木　
　

浦
）

　

那
須 

チ
ョ
ウ 

様
（
１
０
４
歳
）

松　

尾
（
畑
鳥
ノ
巣
）

　

那
須 

了
慧 

様
（
中
ノ
八
重
）

故 

那
須 

洋
子 

様

　

椎
葉 

美
則 

様
（
桑
ノ
木
原
）

故 

椎
葉 

喜
蔵 

様

　

椎
葉 

国
男 

様
（
横　

野
）

故 

椎
葉 

ヒ
サ
子 

様

　

甲
斐 

泰
孝 

様
（　

瀧　

）

故 

甲
斐 

ハ
ナ
子 

様

　

那
須 
富
美
子 

様
（
間
柏
原
）

故 

那
須 

福
円 

様

　

椎
葉 

信
雄 
様
（
中
ノ
八
重
）

故 

椎
葉 

ヱ
ツ 

様

　

尾
前 

カ
ズ
エ 
様
（
寺　

床
）

故 
尾
前 

男 

様

　

寿
豊
会

　
　

代
表 

那
須 

シ
ヅ
子 

様

　

那
須 

サ
ク
エ 

様
（
間
柏
原
）

感想、要望などお書きください。
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戸
籍
だ
よ
り
（
12
月
届
出
分
）　
　

１
日　

椎
葉
剣
道
錬
成
会（
～
２
日
）

４
日　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
・
ポ
リ
オ
）

５
日　

１
歳
・
２
歳
・
２
歳
６
ヶ
月
児

　
　
　
　

歯
科
健
診

６
日　

嘱
託
職
員
採
用
試
験

８
日　

椎
葉
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

お
別
れ
大
会

11
日　

村
議
会
定
例
会（
～
18
日
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
日
脳
）

16
日　

椎
葉
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

家
庭
の
日

18
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
四
混
・
三
混
）

　
　
　

妊
婦
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

20
日　

児
童
館
・
保
育
所
卒
園
式

21
日　

春
分
の
日

23
日　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

25
日　

小
学
校
卒
業
式

26
日　

小
中
学
校
終
了
式

　
　
　

国
道
３
２
７
号

　
　
　
　

石
原
工
区
開
通
式

３
月
の
主
な
行
事

香
典
返
し

（
12
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

一
般
寄
付
大
事
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す



Public Relations of  SHIIBA 17 2014（H26）2月号

選
評
・
角
　
光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

餅
花
を
眺
め
て
時
を
忘
れ
を
り	

小
丸
川　

隆

［
評
］
私
の
餅
花
は
、
毎
年
恒
例
に
し
て
い
る
大
阪
の
国
立
文
楽
劇
場
の
二
階
ロ

ビ
ー
に
飾
っ
て
あ
る
餅
花
で
、
す
ぐ
下
の
ソ
フ
ァ
に
腰
か
け
る
事
に
し
て
い

る
。
深
い
ソ
フ
ァ
に
座
る
と
私
の
頭
に
ふ
れ
る
の
で
あ
る
。
開
演
の
ベ
ル
が

鳴
る
ま
で
私
の
至
福
の
時
。
掲
句
も
淡
い
紅
白
の
餅
花
の
し
だ
れ
て
い
る
さ

ま
を
み
て
、
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
眺
め
て
い
た
。

孫
娘
連
れ
て
鎮
守
へ
初
詣	

中
瀬　

汀

［
評
］
着
飾
っ
た
お
孫
さ
ん
を
つ
く
づ
く
と
見
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
「
初
詣
に
、

一
緒
に
行
か
な
い
か
」と
さ
そ
っ
た
。
す
る
と
二
の
返
事
で
行
く
と
言
っ
た
。

な
に
か
期
す
る
も
の
が
あ
る
ら
し
い
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
方
は
ニ
コ
ニ
コ
し

て
出
て
行
く
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
風
景
で
あ
る
。

新
年
や
清
め
の
雪
が
降
り
積
も
る	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
瑞
穂
さ
ん
の
句
は
い
つ
も
季
が
重
な
る
。
こ
の
句
も
「
新
年
」
と
「
雪
」
が

重
な
っ
て
い
る
。
注
意
し
て
ほ
し
い
。
し
か
し
こ
の
句
は
「
清
め
の
雪
」
と

言
う
抜
群
の
言
葉
が
良
い
の
で
特
選
に
し
た
。

《
佳
作
》

夫
逝
き
て
早
や
十
三
回
忌
厳
寒
に

黒
木　

八
重
子

復
興
の
力
み
な
ぎ
る
初
日
か
な

那
須　

正

初
日
の
出
向
か
い
の
杉
の
右
手
か
ら

山
中　

勝

点

滴

で

命

の

洗

濯

年

を

越

す

椎
葉　

今
朝
義

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

成
人
式
に
取
材
に
行
く
と
、
新
成
人
者
の

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
姿
が
と
て
も
素
敵
だ
な

と
思
い
ま
す
▼
こ
れ
か
ら
、
夢
に
向
か
っ
て

一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね

▼
私
は
成
人
し
て
15
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の

当
時
は
ど
ん
な
夢
や
目
標
を
立
て
て
い
た
の

か･･･

▼
ま
ぁ
、
半
分
は
で
き
て
い
る
の
か
な

（
笑
）
▼
こ
れ
か
ら
も
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
梅
吉
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
新
年
を
飾
る
消
防
出
初
式
。
早
朝
、

ま
だ
薄
暗
い
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
各
部
の
団
員
が
集
ま
り
ま
す
。
吐
く

息
は
白
く
、
団
員
は
焚
き
火
に
当
た
り

な
が
ら
、
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
て
い

ま
し
た
。

　
通
常
点
検
が
開
始
さ
れ
る
と
、
団
員

の
表
情
が
引
き
締
ま
り
、
部
長
の
号
令

の
も
と
規
律
あ
る
動
作
を
行
い
ま
す
。

応
援
に
来
ら
れ
た
住
民
も
真
剣
な
表
情

で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

『出初式』

　

標
高
１
，３
４
２
ｍ
の
諸
塚
山
で
は
、

「
日
本
一
早
い
山
開
き
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
毎
年
３
月
の
第
１
日
曜
日
に

山
開
き
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

山
頂
往
復
約
１
時
間
半
の
、
初
心
者
に

も
や
さ
し
い
登
山
道
が
整
備
さ
れ
、
山
頂

一
帯
に
は
、
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
樹
齢

１
４
０
～
１
９
０
年
の
天
然
林
が
広
が
り

ま
す
。

　

ご
来
場
者
に
は
記
念
ペ
ナ
ン
ト
の
進
呈

や
、
受
付
会
場
の
緑
地
広
場
で
は
甘
酒
の

ふ
る
ま
い
、
地
元
特
産
品
等
の
販
売
も
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族
・
ご
友
人
と
ご

一
緒
に
、
諸
塚
山
の
登
山
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始

■
場
所　

諸
塚
村 

飯
干
緑
地
広
場

諸
　
塚
　
村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
に
行
こ
う
よ
！

『
第
29
回 

諸
塚
山
開
き
』

■問い合わせ先
　諸塚村観光協会
　☎０９８２－６５－０１７８
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　おつるちゃんの２０１４年初仕事は、１月１１・１２日に東京国際
フォーラムで開催された『町イチ！村イチ！２０１４』。会場には全
国からたくさんの町村が地元の特産品を販売しに来ていて、各町村
のご当地キャラも約１４０体が参加していました。
　おつるちゃんは、はじめはちょっと恥ずかしがっていましたが、お客
さまから『おつるちゃん可愛い！』、『おつるちゃん知ってる！』、『写真撮っ
てもいいですか？』とたくさん声をかけられて、握手をしたり、カメラ
に向かって可愛いポーズをしたりと、とても楽しんでいました。
　この２日間で、おつるちゃんの人気度を改めて感じることができました。
これからも椎葉村のＰＲを頑張っていこうと思うおつるちゃんでした。

　東京国際フォーラムに行ってきたよ。初
めて行った会場、初めて会ったゆるキャ
ラのお友達がたくさんいて、はじめはドキ
ドキだったけど、たくさんのお客さまに声
をかけてもらって緊張もすぐにほぐれまし
た。東京でも椎葉村を知っている人が多く
てびっくり。とってもうれしかったです。
　今年もたくさんの笑顔に出会えるよう
にいろいろな所に椎葉村をＰＲしに行きま
す！応援お願いします！

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！23
『町イチ！村イチ！』に行くの巻

　スズメ目ヒヨドリ科に属します。日本全国に分布
し、平地から山地の林、市街地まで広く見られる野鳥
ですが、日本列島周辺にしか生息していません。スズ
メとハトの中間サイズで、全身が灰色で頬が茶褐色で
す。名前の由来でもある「ヒヨ、ヒィーヨ」という甲
高い鳴き声と、波を描くように上下する飛び方が特徴
です。宮崎県では「ヒヨス」と呼ばれることもありま
す。繁殖期には昆虫を好んで食べますが、秋から冬に
かけては草木の実を好み、ツバキなどの花の蜜を吸い
ます。庭先にミカンやリンゴなど果物の半切れを置い
ておくと食べる様子を観察できます。しかし、集団で
畑や果樹園に現れ農作物を食い荒らす農業害鳥という
一面も持ちます。昔の子どもたちは、遊びの中で「ク
ビチ」と呼ばれる木と細い紐で作った罠でヒヨドリを
捕まえ、貴重なタンパク源として食べていたそうです。
今も昔もヒヨドリはとても身近な野鳥なのですね。

（九州大学演習林　長　慶一郎・智和 正明）

ヒヨドリ
36椎葉の生き物

▲お客さまと記念撮影 ▲みんなでお客さまをお出迎え ▲子どもから大人気!
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【出版社】ひかりのくに
（著）長谷川 義史
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）』

【出版社】幻冬舎
（著）姫野カオルコ
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